




































































































































































































































































































































































































































































































































































































いわれている。か〉 る時代であるからこそ，今一度 「貧乏物語」 を読み，考えることが必要な
時期と思う。 本年はこの物語刊行後70年目にあたる。なお，文中に書いた方々の敬稽は一切省
略した。また引用文中に・・印等をつけたのは筆者である。























6）資本主義社会の細胞としての商品の分析 12）資本主義の行き詰り 一一ー その必然的××
7 ）価値の実体としての社会的労働
（附録の 1）共産主義への展望
（附録の 2）世界資本主義の危機の増大とソヴ、ェー 卜聯邦における社会主義的建設の加速的勃興（翻訳）
(1987・9・16)
